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L は じめに　近年，X 線（  圃 T  輛 y仰 ）検査は 多種多

様な疾患に対 して行われて お り，画像診断の 中核を担っ て い る．

現在，多くの cr画像は，鬮 囲 （恥   法（FBP）と呼ばれる方

法を用い て 再構成 されて い る，こ の方法は短時間で処理 で きる反

面，cr 画像上の ノイ ズを際立たせ る と言 う問題 点がある，一
般 に

ノイズは ， 脳梗塞像の よ うな低 コ ン トラス ト病変の 検出能に大き

な影響を与え る と言われて い る．田こ の こ とか ら，
cr 画像 止の ノ

イズ特性を明らかにする こ とは，病変検出能を検討する上で 有益

な情報となる．そ こで 本研究で は，以前筆者らが考案した Ttplit

変換型 （｝ams 法凹を用い て，脳梗塞 cr 画像上の ノイ ズを推定 し，
こ れをもとに N 蜘 M 魏 を行っ たの で報告する．
2．実験方法　本研究で は，被写体と して 筆者 らが考案 ・設計 し

た脳 便塞 フ ァン トム を使用 した．この フ ァ ン トム には脳 実質部 （％

HO に早期虚血病変 G4HU）及U脳 梗塞部 MHU ）が様々 な大 きさで

配置され て お り，頭 蓋は石 膏で解 剖学的構 造 を模擬 した．この フ

ァ ン トム を管電圧 1  一
定の 下，実効管電 流量 （tnAs値）を変化 さ

せ て 025−245m的 スキ ャ ン し，　E四 法を用い て 画像を再構成 した．
3 ．ノイズ評価法及び N   M 吶 今回 使用 す る評価法は，ノ

イ ズが 〔  S 分布に従うと言う統計学陸質を利用 した方法で，従来

法 と同様，cr値の標準偏盖 つ ま り N 醜 SD を用い て ノイズ 評価

がで きる よ うに 理論構築 して い る．で は、その Tq賦 変換型 G 巡

法 につ い て 概説す る．

　臨床 画像や人体 フ ァ ン トム 画像の 場合，画像上 の テ クス チ ャ が

ノ イズ の 測定 を困難 に して い る．した が っ て，解析画像か らテ ク

ス チ ャを除去する必 要がある．その 除去法と して，モ ル フ ォ ロ ジ

ー
演算の

一
つ で ある Ttpta 変換がある．この演算法は，解析画像

に 対 して （卸   処理を施す ため，画像の 特徴量で あるテクス チ ャ

成分 とこ の 処理 によ り削り取 られた ノイ ズ成分に分 離するこ とが

で きる．それゆ え，こ の ノイ ズ画像を用い るこ とに よ りノイ ズ評

価が行える ようになる．しか し，こ の ノイズ画像に は，原理 上，
テ クス チャ のエ ッ ジ成分が，必ず含まれて しまうため，直接，標

準偏差の 定義式を用い て N 蜘 SD を求 める こ とが で きない ．一
般

に，ノイズに起 因する cr値は （迦 分布 に従 うこ とが知 られてい

る．この こ とか ら，ノイズ 画像内の cr 値を確率変数と して
， 正規

分布確 率紙 tにプロ ッ トすれば　ノイズ に関わる cr値は，（1）式で

示 されて い る よ うに，確率紙上 で直線的な分布となり，それ以外

の 成分 は ，
こ の 分布か ら外れ る こ と になる．っ ま り，この性質を

利用すれ ば，ノイズ画像上にテ ク ス チ ャの エ ッ ジ成分が存在 して

い て も，この 直線部の 傾きか ら，精度良 く rikise　SO が推定でき る．
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　σ
1
（魚か cr値 x に対す る逆正規分布関数値

μ ： 背景ノイズの 平均値，σ ： cr値の標準偏差（tllOineS））

とこ ろが，〔1）式か らわか るよ うに，こ の ノ イズ評価法で は，各cr

値 x に対する累積確率 Kt）を求める必要が ある．一
般 に，　Gams分

布に従う事象を解析す る場合，順序統計学 に基づ く対 称 ラン ク法

を用い て 累積確率が求 め られ て い る．そ こで 本評価法 もこの 慣例

に従い，対称ラン ク法   式〉で累積確率の 推定を行 うこ とに した．

（a）32．5mAs 　　　（b）150mAs 　　　　（c）245　mAs

　　 図 1 各 mAs 値に 対 する NoiSe　Mapping
　 　 15

O

む口
篁

罫匿

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Noise 団 ）
1

　　　　　　　 図 2N 蜘 鹹 の ヒ ス トグラ ム
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　以上の 評価原理に基づい て、本研究では様々 な位置におけるノ

イ ズ推定を行い ，その 上で，脳梗塞フ ァ ン トム 画像の 融 M 醜

を実施した．なお，ノイズ推定の 際 ROI サイズは 8x8 碑d とした．
4 ．結果及び検討 図 1は 鬮 を 1段d ずっ 移動させ た時の N 油

M 鞘   で あ り，画像が黒 い ほ ど N 畑 SD が小 さい こ とを表 して い

る，こ の 図か らわかるよ うに，mAs 値の 増大 と共 に黒 くなっ て い

る．この こ とか ら，mAs 値の 増大に伴 っ て ， ノイズ が全体的に減

少す るこ とが示 され た．しか し，TnAs 値が 高 くなっ て も，脳 実質

中心部 で，rkW 　S）の 高い 部分 （白い 部分）が認 め られ る．一
般 に，

骨などの 高 X 線吸収体に 囲まれ た画像領域で は，線質硬化現象に

よ り，ノイ ズが 高くなる と言わ れ て い る．そ こ で この ば らっ きが，
線質硬化現象に よるもの か ど うか を検討するため，脳実質中心部

付近の 臨 SD を統計学的 に解析 した．図 2は ）kigeS［Pの ヒ ス トグ

ラ ムで ある，この 図か らわかる よ うに， この ヒ ス トグラム は若 干

歪んで い る．一
般 に ， 確率変数の 2 乗 は，t分布 に従 うこ とが知

られて い る．そ こ で，こ の ヒ ス トグラム か ら自由度を最尤 推定し，
こ の 分布が 7e

！

分布なの か どうか を確認 した．その 結果，図 2 に示

されてい るよ うに，陬 鹹 の分布はf分布とよく
一

致した、した

が っ て，脳実質中心 部付近の ば らつ きは，単な る統計学的誤差で

あり，性質の 異なるノイズ，つ ま り，線質硬化現象に基づ くノ イ

ズで ない こ とが明らか とな っ た，以上 の 結果か ら，mAs 値を増大

させ る と効 果的に ノイズが軽減で き，脳 梗塞多発部位で ある基底

核 （目歯実質中心部）におい ては，病変検出能の 向上につ ながる こ

とが示 唆 され た．最後に 本研究は 科研研究の
一
環と して 行われた，
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